











　英文雑誌 The Oriental Economist（TOE）は、東洋経済新報社の創立 40 周




年 7 月に The Japan Financial and Economic Monthly の編集を開始した（1）。The 
Japan Financial and Economic Monthly は、日露戦争の前後において日本の政
策が外国人に誤解されていると考えた代議士の望月小太郎が 1907（明治 40）
年に創刊した英文誌で、日本の実情を欧米に紹介することを目的としてきた。
東洋経済新報社は、望月が創業した英文通信社（英語名は The Liberal News 
Agency）と共同で The Japan Financial and Economic Monthly の編集を行った
のである（2）。しかし、編集の方針を巡って望月と東洋経済新報社側の意見が
一致せず、収支の面でも損失が続いたため、東洋経済新報社による The Japan 




　このような背景の下に創刊された TOE は、第 1 号の印刷部数が 3800 部、
第 2 号が 4500 部、第 3 号が 3000 部、第 4 号が 4000 部であり、第 5 号以降は
2500 部を印刷し、実売数は推定で 2000 部であった（5）。2000 部という実売数は
英語版『東洋経済新報』の創刊と
石橋湛山の役割





年 9 月 30 日に GHQ 経済科学局長のレイモンド・クレーマーは石橋に対して













　すでにわれわれは、東洋経済新報社が創立 40 周年を記念して TOE を刊行





























いうべき変化を見せていた。すなわち、対外的には、1931（昭和 6）年 9 月 18
日には中国東北部に駐屯していた日本の関東軍によって満州事変が起き、1932
年 3 月 1 日に満州国の建国が宣言されたものの諸外国の承認が得られなかった
こともあり、日本政府は 1933 年 3 月に国際連盟から脱退し、国際社会からの




























































































　『東洋経済新報』の 1933 年 9 月 23 日号に掲載された新しい英文雑誌の創刊
を伝える社告の掲載から 8 か月後の 1934 年 5 月、TOE の第 1 号が刊行された。



























































　本研究では、1934 年に東洋経済新報社の創立 40 周年記念として創刊され
た TOE について、創刊当時の日本の状況、創刊時の TOE の日本と世界の状





なしていたこと、さらに、TOE の創刊号では、読者の獲得 TOE の編集主幹
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<ABSTRACT>
Starting of the Oriental Economist and 
Ishibashi Tanzan’s Role
SUZUMURA Yusuke
Tōyōkeizai Shimpōsha, the publisher of one of the prominent economic 
journals in Japan the Tōyōkeizai Shimpō, started to publish a new English 
journal entitled The Oriental Economist (TOE) in May 1934. It was part of the 
memorial project for a 40th anniversary of Tōyōkeizai Shimpōsha. TOE had 
an important role to be a source of accurate information for all nations of the 
world regarding economic, political and social conditions in Japan and the Far 
East and to criticise world affairs from the standpoint of Eastern people and 
thus invite fair criticism from the Western public. It was a result of a presence 
of TOE’s Chief Editor, Ishibashi Tanzan (1884-1973). Ishibashi who was the 
President of Tōyōkeizai Shimpōsha and the Chief Editor of the Tōyōkeizai 
Shimpō, and a famous economist with his advocacy for an international 
cooperation and economic liberalism aimed to give a fair and impartial view 
of economic conditions in Japan and the Orient, free from nationality race and 
creed. In this, paper we examined situations surrounding TOE before and 
after starting and Ishibashi’s role and contribution to TOE.
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